
令和6年1月20日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活用した。

３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に対
応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組織
的な対応をしなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：学級担任全教員が行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：９割の教員ができた。

３：７割の教員ができた。

２：６割の教員ができた。

１：６割未満であった。
4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：全ての学年で実施した。

３：４つ以上の学年で実施した。

２：２つ以上の学年で実施した。

１：実施しなかった。
４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

取組
評価

1

1

3

3

3

令和５年度　大田区立東調布第三小学校　自己評価　報告書（案）

＊　学校規模（児童数645名、通常学級数20、通級指導学級3（言語2、弱視１）、特別支援教室1（拠点校）、教員39名）
＊　特色ある教育活動
   ○大田区学習効果測定を分析して作成した「授業改善推進プラン」に基づき、授業改善を行い、問題解決的な学習や体験的な学習を積極的に取り入れ、児童の基礎的・基本的学力の向上を推進している。
   ○１年生・２年生の学校探検や１年生・６年生の交流を図る活動、縦割り班活動を実施し、児童相互のよりよい人間関係をはぐくむとともに自主性を培っている。
   ○併設の「弱視通級指導学級」「言語障害通級指導学級」「特別支援学級（サポートルーム）」との連携や学校特別支援員の活用、個別指導計画・個別支援計画の活用を通し、特別支援教育を推進している。

大項目 目標 取組内容 取組指標 目標に対する成果指標 成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

学校関係者記入欄

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育

成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化に
しなやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、
外国の方々とのコミュニケーション能力
の育成等を図っている。

学校評価（保
護者）アンケー
ト
「子どもは、学
校生活を楽し
んでいる。」の
肯定的な回答

４：
80
％
以
上

4２：
70
％
以
上

4

・先生方が一生懸命に児童とのコミュニ
ケーションを積極的に行っていることに感
謝している。
・R7「おおたの未来づくり」に向けて、試行
的な取組を進めていってもらいたい。
・コミュニケーション能力は社会生活にもっ
とも大切な能力の一つ。コミュニケーション
能力を高めるためにICTを有効活用し、情
報の収集、活用などを積極的に指導を進
めてもらいたい。
・タブレットを活用して、楽しく学べている。
・学校に行くと教員が気持ちよく挨拶をして
くれるので、子供たちの良い見本である。
コミュニケーションの仕方を大人の姿を通
して学べている。
・未来づくりに子供たちも関われる話が、と
ても興味深かった。勉強が将来の自国の
役に立つのは、意欲が高まる。

論理的、科学的な思考力の育成を目
指し、「おおたのものづくり」を生かした
体験活動や理数授業等を実施する。 ３：

75
％
以
上

B 1学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指
し、ＩＣＴ機器を活用した授業を実施す
る。

他者の人権を尊重する人権教育の推
進を目指し、人権教育資料等を活用し
た授業を実施する。 C

体力テストの結果を踏まえ体力向上全
体計画を作成し、計画に基づいた体育
指導や「一校一取組」運動や「一学級
一実践」運動を実践する。

１：
70
％
未
満

Dタブレットを活用した授業を通して、児
童の情報活用能力の育成に取り組
む。

○保護者アンケートの肯定
的な回答は９５％であった。

〇どの学年もICT機器を活
用した授業に、積極的に取
り組むことができた。

〇外国語活動は、担当教員
が中心となり連絡・調整を進
め、ALT講師とも円滑にコ
ミュニケーションを図りなが
ら、取り組むことができた。

●R7年度・新教科「おおた
の未来づくり」実施に向け
て、計画的に進める必要が
ある。

A 9

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、
一人ひとりの学習のつまずきや学習方
法について、指導する。

学校評価（保
護者）アンケー
ト
「子どもは、学
校の授業で力
がついてい
る。」の「よくあ
てはまる」「あ
てはまる」の回
答

算数・数学到達度をステップ学習チェッ
クシートで児童・生徒、保護者に知らせ
る。

学習補助員等による算数・数学・英語
の補習を実施する。

4

3

3

4

４：
90
％
以
上

4

○保護者アンケートの肯定的
な回答は、９２％であった。

○大田区学習効果測定の結
果をもとに、学習カルテを作成
した。保護者面談で説明し、指
導に活かすよう取り組んだ。

○学習チェックシートの活用に
より、児童・保護者が、学習状
況を確認しやすくしている。

●児童アンケート「学習したこ
とはよくわかる」の質問に対し
て、「よくわかる」回答は４８％
であった。学力の定着を図る
ために、個別最適化した学習
の工夫・改善を続けていく。

A 9

・塾依存が強まる中、「考える力」を育てる
など、学校教育にできることはまだまだあ
ると考える。先生方の負担増にならないよ
うに創意工夫によるさらなる改善を期待し
ています。
・学力テストなどの結果が低い内容のレベ
ルアップを取り組んでほしい。
・教室にいられない児童にもタブレットを活
用して、学びを保証している。しっかりと一
人一人に寄り添っている証拠である。
・タブレットを活用するのは個人の習熟度
を判断するのに適している。しかし、実際に
書かせることも大切だと思う。

３：
85
％
以
上

B

２：
80
％
以
上

C

授業改善推進プランを、授業に生か
す。

１：
80
％
未
満

D 1児童が積極的に活動し、「わかった、でき
た」という実感がもてる授業改善に取り組
む。 4

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ち
た豊かな心を
はぐくみま
す。

小中一貫による教育の視点に立った
生活指導の充実により、社会のルール
や学校のきまりなどを守ろうとする意
識を高める。

学校評価（児
童）アンケート
「自分のよいと
ころを知ってい
る」の肯定的な
回答

４：

80
％
以
上

学校生活調査（メンタルヘルスチェッ
ク）の結果よりストレス症状のみられる
児童・生徒に対して組織的に対応す
る。

学校いじめ防止基本方針に沿って、い
じめの未然防止、早期発見等のため
の取組を実施する。

4

3

3

4
・内面の問題は対応、評価が難しい。これから
もよろしくお願いします。
アンケートに「自分の良い所を知っている。」に
答えられなかった児童の本心を読み取ってあ
げるようにしてほしい。
・本校児童は他校より自己肯定感が高かったと
記憶している。コロナを言い訳にせず、児童数
が増えてもきめ細かい取組を地道に進めるべ
きではないか。
・自己肯定感につながる対話的な学びをさらに
お願いします。「聴す」は「ゆるす」とも読みま
す。子供の対話の時間がマスク生活の後から
増えることでしょう。
・子供たちが自信満々はいいが、過剰の場合
もある。子供が「まだまだ」と思っているのは悪
いことではない。
・引き続き児童一人一人に親身になって接して
ほしい。
・不登校児童の状況をよく理解している。その
子に合った対応を組織的に考えて実践してい
る。
・小学校のうちは、特に学校大好き、自分大好
き、お友達大好きであってほしい。

道徳教育推進教師を講師とした研修
や、国、都及び区の資料を活用した授
業等を行う等道徳指導充実のための
取組を行う。

３：

70
％
以
上

B 4

２：

60
％
以
上

4

3

3

C 2

問題行動・不登校問題等にかかわる
児童・生徒に関するケース会議等を実
施する。 １：

60
％
未
満

D
授業や児童との具体的なかかわりを通し
て、児童の自己肯定感を高めるための取
り組みをする。

2

〇児童アンケートでは、肯
定的な回答は６８％で、昨
年度と同程度であった。

〇いじめ、問題行動、不登
校などの対応について、定
期的に研修を実施してい
る。問題については、全体
で情報共有し、組織的に対
応した。

●校内研究の重点テーマで
もある「対話的な学び」を充
実させるなど、自己肯定感
を高める取り組みに、積極
的に取り組む必要がある。

A

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の

増
進

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の
向上など、生
涯にわたって
健康増進を
図る意識の
向上をめざし
ます。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組
等を通して、児童・生徒や保護者に対
し、望ましい生活習慣についての意識
啓発を行う。

児童アンケート
「進んで体を動
かしている」の
肯定的な回答

４：
80
％
以

体育的行事、部活動、休み時間など
様々な機会を通して運動習慣の確立
を推進する。

２：
60
％
以

4
・改築工事の影響はまだまだ続きます。校庭が
使えないことがハンディにならないように、引き
続き体力向上を目指してください。
・限りある空間で工夫されて体を動かしている
と思う。
・現在、校庭で力いっぱい走れないが、他の運
動をして頑張っている。
・創意工夫して運動に取り組んでくれている。
・体育学習発表会では、各学年走ることや演技
することを、とても楽しんでいた。また、みんな
で力を合わせる大切さや達成感を学べた。校
庭が使えない中でも、様々な工夫をして貴重な
学びだと考える。
・懸念された環境の中、特に創意工夫を重ねて
ことに尽きると感謝しています。

給食指導及び教科等における指導を
通して、食生活の充実・改善をねらいと
した「食育」を推進する。

３：
70
％
以

B 33

4

4

C

体育の授業改善や施設の使い方を工夫し
て、体力向上に取り組む

１：
60
％
未

D

4

○児童アンケートでは、肯定
的な回答は８６％であった。

○限りある施設環境の中で、
朝の時間や掃除の時間を工
夫し、児童が活動する機会を
捻出した。また、コオーディ
ネーショントレーニングに取り
組んだり、ボルダリングを始め
るなど、体を効果的に動かす
機会もつくってきた。

●今後も、限られた教育環境
の中で、創意・工夫を重ね体
力向上を図っていく。

A 7

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

授業公開日の授業評価を、その後の
授業改善に生かす。

学校評価（保
護者）アンケー
ト
「教師は、学力
を身につけさ
せるために指
導の工夫をし
ている。」の「よ
くあてはまる」
の回答

４：
55
％
以
上

各種研究発表会等の研究・研修の成
果を、自身の授業改善に生かす。 ２：

45
％
以
上

4

4

4

・不登校児童はどの学校でも増えているようだ
が、根気よく対応をお願いします。
・ベテラン教員の減少により若手・中堅教員の
負担が増加、スキルの低下を危惧しています。
改築工事、コロナ、児童増と厳しい状況が続く
が、サポート体制の拡充を期待します。
・朝、保護者を登校していた１年生がいつの間
にか一人で登校しています。声を掛けると子供
から「おはようございます。」と気持ちよく挨拶を
してくれます。
・先生たちは、いろいろ努力されていることがわ
かる。
・教員の自己評価を高める努力も必要。
・教員が常に学んでいて、柔軟に対応してい
る。その時にしか学べないことを個別にも対応
している。
・支援が必要な児童に対して他の児童が何を
協力してあげるのかを学べていると良い。

授業改善セミナー等の研修成果を生
かし、主任教諭が助言・支援を行う校
内研修等を実施しOJTを充実させる。

３：
50
％
以
上

B 5

4

C

4

校内委員会等を確実に実施し、学校に
おける特別支援教育を推進する。

１：
45
％
未
満

D 1「東三スタンダード」を校内共通の学習
ルールとして徹底し、学習規律を定着
させ、授業の開始終了時刻を守る。

2

〇保護者アンケートの肯定
的な回答は、９４％であっ
た。タブレットの活用により、
一人一人の児童が主体的
に学ぶ機会を積極的につ
くった。

●登校支援が必要な児童、
学習課題のある児童も増え
ている。家庭と協力しなが
ら、支援を工夫・改善してい
く必要がある。

A 4

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な

っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う
役割などを明
確にし、地域
に開かれた
教育の実現
を目指しま
す。また、相
互の連携を
深め、子ども
を育てる仕組
みを作りま
す。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等を
ホームページやまなびポケット等で公開及
び更新することにより、積極的に情報を発
信する。

学校評価（保
護者）アンケー
ト
「学校と保護
者・地域は、連
携をとって教育
活動を行って
いる」項目の
「よくあてはま
る」「あてはま
る」の回答

４：
90
％
以
上

学校支援地域本部と連携するなどし
て、地域力を生かした特色ある教育活
動を実践する。 ２：

80
％
以
上

4

4

3

・町会として、子供と触れ合える行事などを企
画、実施を協力していきたい。
・保護者会の参加率が著しくないと感じてい
る。保護者側にも問題があると思うが、保護者
のニーズを今一度把握するなど、学校教育へ
の関心をより向上させる取組が必要だと考え
る。
・さまざまな工夫をしてあらたな形での発信を
し、情報共有とプライバシーの保護にもお願い
します。
・学びポケットの活用での情報発信はとても良
い。
・保護者と教員が話している姿をよく見かけま
す。相談しやすい環境なのだろうと感じる。一
斉メールなども事細かに連絡をしてくれるの
で、とても助かります。
・最近のSNSの犯罪を思うと電子配信の便利さ
と危険も隣り合わせで考えてしまう。

地域教育連絡協議会において、児童・
生徒の変容等の具体的な資料を作成
して、評価に必要な学校の情報を適切
に提供し、適正な評価を受けるよう努
める。

３：
85
％
以
上

B 3

4

C

3

学校公開等でセーフティ教室や薬物乱
用防止教室を行い、インターネットによ
る犯罪の被害や非行を防止するため
の啓発を行う。 １：

80
％
未
満

D保護者・地域と連携した学習を推進す
る。

4

〇保護者アンケートは、９
３％が、肯定的な回答で
あった。３学期から、学校だ
より等の電子配信を始め
た。

●各種情報をさらにリアルタ
イムで発信するなど、学校
からの情報発信を積極的に
行い、教育活動への理解を
図っていく。

A 7

○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。


